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本
圃
は
倫
敦
ゴ
ー
ル
ド

･
シ
ユ
ミ
ツ
ド
配
の
有
番
坂

東
日
蝕
ほ
出
た
も

の
で
､
知
友
薄
撃
文
棄
民
か
ら
予
に

見
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
p
テ
レ
キ
の
研
究
で

一
五

九
五
年
版
の
オ
ル
テ
-
ク
ス
の
日
本
間
が
閣
洋
で
政
も

早
-
出
陳
r
,れ
ね
日
本
間
で
あ
る
と
い
ふ
rJ
と
は
な
っ

て
ゐ
る
か
ら
､
こ
の
間
は
そ
れ
よ
わ
も
十
年
早

い
古
間

で
あ
る
と

い
ふ
の
で
あ
る
｡
い
か
に
も
珍
ら
し
い
地
閲

で
あ
る
が
､
し
か
し
rJ
の
閲
の
形
は
拙
著
日
本
地
排
撃

史
に
解
介
し
た

一
五
七
三
年
版
の
オ
γ
チ
リ
ク
ス
東
西

間
に
班
に
出
て
ゐ
る
形
式
で
あ
っ

て.
乙
の
時
代
の
口

本
は
こ
の
鹿

皮
で
西
洋
に
滞
介
n

れた
も
の
で
あ
る
｡
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見
ら
る
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迫
旦

二
河
以
東
を
敏
如
し
で
ゐ
る
日
本
で

行
基
問
よ
わ
も
古
い
､
TJ
の
形
は
大
酒

一
統
輿
岡
の
紙

閲
に
出
て
ゐ
る
日
本
で
あ
る
｡
叉
は
厩
輿
同
の
東
商
海

夷
間
に
出
て
ゐ
る
口
本
で
'
日
本
の
東
の
海
は
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eacensesと
あ
る
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他
の
オ
ル
チ
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ウ
ネ
ほ

In
Sute

d
e

M
eaco
と
あ
る
7P
の
で
ミ
ヤ
コ
の
島
々
と

い
ふ
FJ

と
は
.
伊
勢
源
､
三
河
轡
な
ど
の
つ
も
り
で
あ
る
｡
本

圃
は
乙
の
梅
に
接
し

て直
ち
に
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bun
aga.
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(
宿

長
の
レ
ギ
オ
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信
長

の問
が
接
し
て
ゐ
る
｡
故
は
FJ
の

海
は
伊
勢
源
で
あ
る
｡

今
乙
の
閲
は
r
uう
し
た
三
河
以
西
九
州
を

7;
塊
と
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佐
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四
囲
)
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み
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別
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離
れ
た
島
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し
て
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､
rJ
れ
79
大
悟

一
統
輿
園
の
絶
間
の
日
本
に

鵜
す
る
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天
文
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八
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フ
ラ
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シ
ス
n
･
ザ
ビ
エ
ル
が

天
主
教
を
侍

へ
て
後
信
長
の
時
代
に
天
主
数
は
西
日

本

に
分
布
し
た
｡

本
圃
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そ
の
時
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む
し
る
し
て
ゐ
る
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骨
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む
し
る
し
､
有

馬
と
安
土
に
は
二
十
六
人
の
若

い
嘉
族
が
ゐ
る
と
の
べ

で
あ
る
の
も
耐
白

い
｡

行
基
閲
以
前
の
も
の
だ
か
ら
問
名
は
確
薯
で
は
な
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が
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京
都

Osaqua大
阪

S
acai
u
m

堺
等
の

地
名
が
出
て
ゐ
る
近

畿
の中で
C
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高野
と

N
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混
雑
の
二
つ
が
あ
る
の
も
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白
い
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那
.
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ら
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か
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見
た
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数
従
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あ
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で
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ら
う
｡
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後
等
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が
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づ
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別
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我
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本
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か
ら
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主
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布
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O
昭
和
十
二
年
の
大
阪
市
政

大
阪
市
役
所

本
邦
総
統
の
中
心
と
し
て
の
大
阪
'
北
緯
と
拡
散
と
の
都
市
で
あ
る

大
阪
'
袋
物
の
出
入
dI三
四
千
七
甘
鵜
雌
､
七
十
五
億
問
に
達
す
る
大
阪

の
番
幡
鼓
し
る
に
簡
単
な
パ
ン
フ
レ
ッ
･1
と
し
て
市
役
所

の
出
し
た
本

冊
の
ど
と
き
は
よ
い
叔
で
あ
る
と
思
ふ
｡
甘
頒
帖
の
粥
晶
歩
だ
け
で
も

1
年
に
約
九
宵
前
脚
だ
と
い
ふ
が
'
兜
易
で
は
瞭
川
入
年
十
二
倍
問
'
大

官
五
十
二
流
噸
に
達
し
､
入
超
三
甘
七
鵜
噸
即
ち
城
料
晶
で
盈
い
こ
と

を
語
り
.
何
輪
で
七
千
三
甘
端
岡

の
川
超
は
製
産
‖M
が
商
-
な
っ
て
ゐ

る
こ
と
を
語
り
'
輝
H
で
江
口
す
べ
き
は
綿
織
物
二
億
六
干
満
脚
を
虫

と
し
綿
糸
､
毛
糸
'
毛
織
物
､
人
絹
､
人
鯛
放
物
を
加
辞
し
て
三
億
五

千
前
脚
と
な
る
か
ら
臓
川
の
尤
六
%
は
繊
維
工
黙
地
で
あ
る
こ
と
を
誹

る
の
で
あ
る
'
北
ハ仙
愈
施
工
部
､
磯
城
工
柴
､
化
蝉
工
輩
､
紡
桁
工
栄

等

い
づ
恥
も
金
閣
鮮

1.
を
し
め
る
'
か
-
て
大
阪
市
は
い
る
-

の
ガ

間
で
改
藩
さ
れ
て
ゆ
-
の
で
あ
る
が
促
成
が

一
日
間
に

t
親

犬
千石
も

排
出
さ
れ
る
の
で
p絶
躯

の
例
を
や
め
て
'
十
二
年
収
に
八
十
二
端
正
千

川

八
7

人
.i


